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Abstract
ヽヽ「e have investigated the propagation characteristics of the Hicro、vave,using the beacon
systern at l.2 GHz and 2.4GHz,settled in our institute
1.`よじめ に
現在,準マイクロ波を利用した移動体通信ヘ
の関心が高まっている。我々は,準マイクロ波
における電波伝搬の様子をフィール ド調査に
よって明らかにするため, ビーコン電波を受信
し,それをパソコンに取 り込み,1.2 GHzおよび
2.4 GHzの電波伝搬の調査・解析を行ったので
報告する。
2. 八戸工業大学のビーコン局について
八戸工業大学アマチュア無線部では,陽在 1.2
GHz帯と2.4 GHz帯の準マイクロ波 ビーコン
電波を出している。1.2 GHzは,市販の トラン
シーバFT 2311を用い,1295。48 MHz,10ヽV出
力としている。2.4 GHzのビーコン装置は,市
販の水晶切替式VHFトランシーバTR-7200
の出力周波数を151.5 MHzに変更し,2ステー
ジのバラタク逓倍器で×4×4逓倍 し,2424.58
MHz,lW出力としている。写真 1にビーコン
システムの外観を示す。Fig.1はアンテナシス
テムを示すものである。1.2GHzは14段コリ
エアアンテナを,2.4 GHzは24段コリニアアン
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3.受信信号の取り込み方法
無線部における受信電界強度の測定には, ト
ランシーバのSメータ出力をペソレコーダで
直接記録していたが,記録と解析を容易にする
ため,A/Dコンノミ_夕を用い,パソコンによる
自動取 り込みとした。
Fig.2に1.2 GHzおよび2.4 GHzビーコン
電波受信システムを示す。1.2 GHzは,5/8え
3段コリニアアンテナで受け,1.2 GHz帯ポケッ
トトランツーバC311で受信する。そして,そ
のSメータ出力をA/Dコンバータによって
A/D変換し,ノート型パソコンに取 り込む。
テナを使用している。
テムを写真2に示す。
テナンステムである。
1.2 GHzのアンテナシス
写真 3は2.4 GHzのアン
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写真l JA7YTBのビーコン装置
